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結核症と副腎皮質
第1編　実験的結核症並びに肺結核患者の副腎皮質機能について
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　　　　　林　　　　　　　　敏

　　　　　　　（昭和35年10月31日受付）

　アジソン氏病がしばしば，結核症患者に見られるこ

とは周知の事実であり，ThOm　1）もアジソン氏病の50

％に結核症を合併していると報じた．結核症における

副腎皮質機能低下は夙に諸家の注目をひく所であっ

て，又，結核症における副腎皮質の病理解剖学的検索

が報告され2）3）の，或いは又，近年とみに注目される所

となった副腎皮質機能検査の対象となって，Thom’s

test　5）一15），尿中排泄副腎皮質ホルモン代謝産物の測定

等16）一22），幾多の報告がなされ，一方又，結核菌を以

てStressorとなし，結核症をSelyeのいう適応疾患

する者23）もある．

　しかし，結核症において副腎皮質機能が疾患の進展

と共に如何なる変化を辿るか，この点に関して，未だ

必ずしも満足すべき解決が行われていない．

　よって著者は，実験動物を使用し，実験的結核症に

陥らしめた後，時日の経過，疾患の進展を追って血漿

中Glucocorticoids並びに．尿中排泄副腎皮質ホルモン

代謝産物量を測定すると共に，副腎中のアスコルビン

酸及び，今日Glucocoエticoidsの母体と見なされてい

るコレステロール含有量を測定し，実験的結核症にお

ける副腎皮質機能を窺わんとした．

　又，結核症に．おいて副腎皮質機能に異常を見るとす

れば，副腎が直接結核性病変に陥れる場合は当然副腎

機能不全が起り得るが，一方においては，生体内に侵

入した結核菌の産生する代謝産物によって副腎が如何

なる影響を蒙るであろうか，この問題に対して解決を

試みるべく，結核菌代謝産物，就中その重要な成分で

あるツベルクリン蛋白，並びに多糖類の副腎皮質機能

に及ぼす影響に関して検討を加えることは，結核症に

おける副腎皮質機能論ずるに当り意義あることと信ず

る．

　以上の観点より，本報においては実験的結核症にお

ける副腎皮質機能に及ぼす影響に関して，以下に記載

する実験を行った，

実　験　方　法

　（A）実験的結核海蛍の副腎中，血漿中螢光発生

Glucocorticoids，血漿中Corticosterone，　Hydrocorti・

sone，尿中17－Hydroxycorticosteroids，副腎中総コレ

ステロール並びに総アスコルビン酸の消長

　実験材料

　1）実験動質：体重300～500g’の健康成熟雄性海

狽を予めツベルクリン反応を実施し，その陰性なるこ

とを確かめた後，実験に供した．

　2）接種結核菌液；接種結核菌種は，入型結核菌

H37Rvs株を岡・片倉培地に5週間培養したものを使

用，めのう乳鉢による手摺法によって，滅菌生理的食

塩水1ccにつきH37Rvs株0．2mgを含有せしめた

菌浮游液を作製し，毎頭当り接種菌量を0．11pgとし

た．

　3）結核感染海狽＝上記海狸の右鼠径部皮下に，上

記の如く調製せる菌液0．5ccを接種感染せしめ，以

後屠殺に至るまで飼養した．

　実験方法

　上述健康及び結核感染勾留につき，副腎中並びに血

漿中副腎皮質ホルモン，尿中排泄副腎皮質ホルモン代

謝産物，副腎中コレステロール並びにアスコルビン酸

の測定を以下の方法によって測定した．

　1）螢光発生Glucocorticoids測定法

　当教室で実施報告され来たった織田の方法24）によっ

て測定した，詳細は原著に譲る．

　2）血漿中Corticosterone，　H：ydrocortisone測定法

　当教室で従来実施し報告し来たったSweat一竹田の

方法25）により測定した．
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　3）尿中17－Hydroxycorticosteroid　s測定法

　Reddy，　Jenkins＆Thom　23）の測定法によった．

　4）副腎中心コレステロール測定法

　Bloor　27）のAcetic　Anhydride法によった．

　5）副腎中総アスコルビン酸測定法

　高橋並びに河野28）の方法によった．

　6）リンパ節（腹膜）腫脹及び内臓諸臓器における

結核結節形成度の判定基準

　腹膜リンパ節

　十　リンパ節の腫脹せるもの4～8個．

　昔　　　　　　　〃　　　　　9～12個．

　柵　　　　　　”　　　　相当多数．

　内臓諸臓器の結核結節

　一　全く認あられないもの．

　±結節1～3個．極めて少数で，又疑わしいも
の．

　十　結節4～8個．明らかに結核結節と認められる

もの．

　刊・結節9～12個．中等度に認められるもの．

　帯　結節13個以上で相当高度に認められるもの．

　（B）結核菌代謝産物の二二副腎皮質ホルモンに及

ぼす影響

　実験材料

　1）実験動物；（A）に記載せると同様，健康成熟雄

成海狽を使用した．

　2）ツベルクリン蛋白体，多糖類並びに両者の化学

的結合物質結核菌代謝産物として精製ツベルクリン

蛋白体，多糖類，及びその両者をAveryの方法29）に

準拠してジアゾ・カップリングせしめた化学的結合物

質の3種を用いた．これは何れも教室倉金の精製にな

るものである．

　実験方法

　1）結核菌代謝産物の投与方法；ツベルクリン蛋白

体及び，これと多糖類との化学的結合物質にあって

は，その10mgを1～2滴のN／10苛性ソーダ溶液

と共に乳鉢中でよく摺り，生理的食塩水1．Occを加

えて溶液としたものを原液とし，必要に応じて更に生

理的食塩水で稀釈した．ツベルクリン蛋白体及び結合

物質は，共に毎頭5mg／0．5cc／日を海狽の背部筋肉内

に7日間連続注射し，総量35mgに及んだ時に屠殺

し実験に供した．多糖類にあっては，その20mgを

生理的食塩水1ccに溶解したものを毎頭20mg，4日

間背筋内に連続注射して，総量80mgに及んだ時に

屠殺し実験に供した．

　2）副腎皮質ホルモン測定法

　測定は実験（A）の1）に記載せる測定方法によった．

　（C）Adrenocorticotropic　hormone投与の肺結核

患者の血漿中螢光Glucocorticoidsに及ぼす影響

　実際材料

　1）被検対象3開放性或いは閉鎖性の空洞及び浸潤

を有し，臨床上，肺における病変が中等乃至重症に属

して無熱に経過している上竪肺結核患者を被検対象と

した．安静時，被検患者の肘静脈より採血した，

　2）ACTH：使用せるACTHはSchering社製
ACTHであった．

　実験方法

　1）ACTH：投与：被検対象にACTH　25mgを筋肉

内注射により投与し，注射前後の血漿中Glucocorti・

coidsを測定した．

　2）血漿中Glucocorticoids測定法＝前述同様に実

施した．

　3）Thorn’s　test：ACTH　25mgを使用ずるThom’s

testの漕法により実施した．

　　　　　　　　実　験成　績

　（A）結核海狽の副腎中，血漿中螢光発生Gluco・

corticoids，血漿中Corticosterone，　Hydrocortisone，

　第1表　正常海猿副腎車回光Glucocorticoids二
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尿中17－Hydfoxycorticosteroids，副腎中コレステロー

ル並びにアスコルビン二値．

　菌接種後4週にあっては，肺の病変は未だ肉眼的に

認められず，感染第13週では結核結節形成が申等度

に，26週では高度に認められた．かかる結核海狽の副

腎100g中Glucocorticoids含有量を正常海門のそれ

と比較した結果は第1，2，3，4表の如く，感染第4週

では正常値LO8mgに比して0．75±：0．06mg，13週で

は0．50±0．11mg，26週では0．43±0．06mgと，日数：

の経過及び病勢の進展と共に，Glucocorticoids含有

量は減少を示したが，副腎全体に包含される総量は減

少を示したが，副腎全体に包含される総量は感染後4

週にても13週，26週半ても，その間に有意の差を認め

なかった．第5表に同体重の正常及び結核亭亭の副腎

重量を比較せる結果を掲げたが，結核海狽では同体重

の正常海狽に比し，明らかに副腎重量の増加を来た

していることを知った．血漿中螢光Glucocorticoids

値にあっては正常及び結核海狽の間に有意の差は認め

られない．参考までに第7表に結核海胆の剖検時にお

ける諸臓器の肉眼的所見（結核結節形成状況）を掲げ

たが，腹膜，肝，脾における結核結節形成は各試獣

において顕著であった．なお結核海狽の感染第15週に

おける血漿中Corticosterone及びHydrocortisone値

は，正常海瞑のそれとの間に有意の差は認められなか

った．

　次に尿中排泄17一：Hydroxycorticosteroids（以下17－

OH・CSと略する）値の測定は，副腎皮質機能を最も

よく反映するものと考えられるが，結核海瞑の尿中

17－OH・CS値は感染後3，6，10週を通じて11．6～

38・7γの範囲にあり，何れの例においても正常海狽の

尿中排泄17－OH・CS値の動揺範囲内に存したが，平

均して病状の進展と共に17－OH・CS値の減少するこ

第2表結核海狽副腎中螢光Glucocorticoids値　菌接種後4週
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第3表　結核海賊副腎中螢光Glucocofticoids値　菌接種後13週
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第4表　結核海狽副腎中螢光Glucocorticoids値 菌接種後26週・
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第5表　同体重群の正常及結核海狽副腎重量の比較
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第7表　結核海狽血漿中螢光Glucocorticoids値

　　　　　　　　菌接種後i5週
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柵
柵
丁
丁
柵
什
柵
辮
什
十

一
哺
繭

丁
丁
柵
柵
冊
柵
什
甘
甘
甘

Glucocofticoids

値　　　　　Y／d1

47．8

44．1

38．0

43．4

38．4

32。8

36．1

42．4

42．3

41．8

無性
小
O
小
Q
小
O
↑
Q
企
Q
〈
○
↑
Q
公
り
く
○
小
0
　

硲
珈
㎝
脚
㎝
珈
珈
脚
鋤
獅
茸±S。D． 41．7＝ヒ2．02

第6表正常海狽血漿中螢光Glucocorticoids値

重
9

性
Glu“ocorticoids値
　　　　　Y／dl体

39．0

52．4

50．0

32．1

46．7

42．0

36．4

39．8

小
0
小
O
小
0
小
O
小
O
小
○
小
Q
小
0

415

420

390

430

400

410

400

435

42．3±5．0平均値
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第8表正常海狽血漿中Corticosterone

　　　及びHydrocortisone値

性

小
○
〈
0
小
○
∩
予
O
〒
0
〒

第11表　結核海賦尿中17－OH・CS値

　　　　　菌接種後3週
漿
量
㏄

　
用

血
球

7．0

3．5

3．5

2．0

2．0

3．5

Corticosterone

値　Y／d1

12．0

10．0

8．3

14．0

11．2

6．7

Hydrocortisone
値　γ／d1

50．1

30．0

26．7

51．0

67．0

33。3

茸±訓1・・4±2・4142・9士5・8

第9表結核海狽血漿中Corticostefone及び
　　Hydrocortisone値　菌接種後15週

体重、1性陛漿蟹。，1取糖値

455

460

435

420

450

440

420

435

8
3
3
δ
＄
8
♂
3

7
0
3
0
4
1
9
0

3
4
4
2
2
3
3
4

35．8

51．0

25．2

28．4

23．2

31．4

38．7

26。3

緊±S．D．
「32・4±7・9

重
g

体

580

610

560

600

590

620

570

560

性

♂
3
♂
δ
8
ε
ε
6

Cortico・

sterone値
　Y／dI

8．0

8．2

9．4

6．9

8．5

5．1

4．7

7．3

Hydrocor・
tisone値
　Y／dI

40．0

37。6

42．5

35．2

40．2

37．5

44．1

38．9

陣陪脾陪腹膜

柵
柵
冊
二
面
柵
柵

十
±
±
±
±
±
士
±

冊
柵
什
什
珊
柵
粁
柵

柵
冊
柵
甘
珊
柵
朴
冊

玄±Sn16・7±・・82139・5±2・381

第10表　正常海狽；尿中17－OH・CS値

第12表　結核海狽尿中17－OH・CS値

　　　　　菌接種後6週

体　重 ，岡24時間cc117一（糖S値1

480

490

460

500

450

500

430

430

♂
δ
♂
3
3
3
δ
＄

0
5
2
0
8
2
0
8

4
3
4
4
3
4
3
2

14．0

27．2

18．6

20．8

35．0

29．5

19．2

32．3

支±S．D． 124・6±1・94

体 重、117｛糖S値

400

350

400

400

400

400

450

400

400

450

9
9
3
5
8
9
4
2
0
2

2
1
2
5
3
　
2
4
2
3

平　均　値 29。1±9．3

第13表 結核海狽尿中17－OH・CS値

　菌接種後10週

体重gl性陛漿蟹cc11界（糖S値

490

500

465

420

420

440

510

430

8
3
a
3
♂
3
3
δ

6
5
2
9
0
6
3
5

5
4
4
3
4
3
4
4

18．2

26．4

17．4

11。6

19．8

23．6

20．3

16．4

玄±S．D．
［19・1±2・9

とが証明せられた．

　結核海瞑片側副腎中の総コレステロール並びにアス

コルビン酸含有量は，正常海狽群のコレステロール値

46・8±1．389／1009に対し2．74±0．579／1009アスコ

ルビン酸正常値164土12．9mg／1009に対しn7±

17・45mg／1009と何れも結核海狸において減少を示

し，共に有意の差を示した．

　（B）結核菌代謝産物の副腎皮質ホルモンに及ぼす

　　　　影響

　多糖類接種海狽の副賢中螢光Glucocorticoids値は

平均LOOmg／1009で正常値と変らず，又，ツベルク

リン蛋白体及びこれと多糖類との結合物を接種したも

のでは，それぞれ平均。．61±o．20mg／loO9，0．52±

0．23mg／1009と著明に減少し有意の差を示した．
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第14表　正常二二副腎中高コレステロール値

体　重

　　　9
360

350

360

380

副腎重量
（片側）

mg
68．4

62．0

65．6

0．2

総コレステ
ロール値
　　9／1009

4．69

4．81

5．59

3．65

平均倒 66．5 14・68±1・38

第18表　多糖類接種海鼠副腎中

　螢光Glucocorticoids三

体　重

　　9
310

300

305

320

320

性

小
○
小
O
小
0
小
O
小
O

㎏
る
量
g

1
す
重

重
対
斜

体
に
副

腎
量

副
重

9

0．19

0．15

0．22

0．18

0．19

0．61

0．50

0．71

0．56

0．59

Glucocorticoids値

劉腎10蟹』1副腎中，

1．32

0．96

1．20

0．70

0．84

2．51

1．44

2．64

1．26

L59

平均倒・・1gi・・5g11…±・・3・11・89±・・8・

第15表　結核海瞑副腎申総コレステロール値

体　重

　　9
385

290

535

380

526

480

性

小
O
小
○
小
○
小
O
小
O
小
○

瀞
㎎馨

160

240

160

200

210

190

総コレステ
　　　　　　験階肺ロール値
　　　9／1009

3．20

2．24

2．90

3．54

2．10

2．46

豪士S．D． 193 2．74±0．57

柵
柵

柵
柵
柵

什

第19表　ツベルクリン蛋白体接種海鳥副腎中

　　　　螢光Glucocofticoids値

体　重

　　9
310

310

335

330

310

性

小
0
小
○
企
り
小
O
小
○

㎏
る
量
g

1
す
重

重
対
側

体
に
副

腎
血

餅
重

9
0．18

0．30

0．17

0．18

0．17

0．58

0．96

0．51

0．54

0．54

Glucocorticoids値

禦腎10劃副腎中，

0．54

0．65

0．55

0．44

0．88

0．97

1．85

0．93

0．79

1．49

平均値［・・2・1・・631・・61±・・2・i1・2・±・・56

第16表　正常海狽副腎中総アスコルビン酸値 第20表　ツベルクリン蛋白体・多糖類結合

物接種海狽副腎中研光Glucocorticoids真

体　重 　＼副腎重量
　　（片　側）

　　　　　mg9

330

350

320

330

350

83．0

71．4

85．6

65．6

73．2

総アスコルビン
酸値
　　　mg／1009

173

167

147

164

171

玄±sn　175・8 164＝ヒ12．9

体　重

　　9
415

315

340

330

400

性

小
○
小
0
小
0
小
0
爪
○

㎏
る
量
g

1
す
重

重
図
研

体
に
副

腎
血

餅
重

9

0．22

0．20

0．24

0．20

0．21

0。52

0．64

0．71

0．61

0．52

Glucocorticoids値

留腎10‘劃副腎中γ

0．48

0．84

0．36

0．40

0。50

1．05

L68
0．86

0．80

1．05

平均倒・・211・・6・1・・52±・・2311・・8±・・43

第17表　結核海狽副腎中総アスコルビン酸値

体　重

　　9
385

290

535

380

526

480

性

小
○
小
Q
小
○
小
○
小
○
小
○

離
㎎瞬

140

200

140

180

195

165

総アスコル
　　　　　　灘階肺ビン一三
　　mg／1009

105

102

132

123

114

128

玄±S．D． 170 170±17．45

寒
寒
甘
柵
冊

柵
柵
柵
柵
柵
柵

甘
甘
甘
十
詩
什

　（C）結核患者の血漿中螢光Glucocorticoids並び

　　　　にそのACTHによる影響

　結核患者血漿中の螢光Glucocorticoids値は第23表

の分布図（第21，22表）に明らかな如く，正常入で

は6．o～14．5Y〃d1の範囲にあり，8．o～8．5Y／dlが

最：も多いのに対して，結核患者では4．4±9．7γ／d1の

範囲にあって，7．5～8．OY／dlが最も多い．平均値にて

は正常入9．9±o．91γ／dl，結核患者7．4±o．78Y／dlと

結核患者が有意の差を示した．而して，患者の病巣の

状態並びに自他覚的症状とGlucocorticoids値の多少

との間には，特に関係はないもののようである．
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第21表　正常入血漿中螢光

Glucocorticoids値（織田）

姓

蜷
小
金
安
玉
飯

川
村
田
川
井
芝

鈴　木

西　　田

織　　田

西
黒
辻
今

林

村
口
村
井

性

〈
○
〈
0
小
○
ホ
◎
8
〈
0

♂

♂

♂

♂
Ω
T
◎
T
O
†
♀

年齢

－
具
n
◎
7
8
7
ワ
■
ー
ユ

0
◎
9
召
0
4
9
召
Ω
4
0
4

27

27

8
Q
U
Q
u
ー
ユ
Q
U

9
召
0
召
り
召
O
U
9
召

Glucocorticoids

値
　　γ／d1

9
2
5
4
4
7
2
9
3
4
2
0
2
4
5
2
8
3
6
0
3
7
8
4
3
0

1
9
2
9
1
0
8
0
2
8
3
8
8
7
7
6
2
6
6
4
2
9
0
8
0
0

1
呂
　
　
1
　
　
ー
ニ
ー
ニ
　
　
一
轟
－
嘉
　
　
4
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
1
昌
　
　
1
　
　
1
具
－
属

宝±S．D． 9．9±0．91

名
6
4

2

第23表　正常人並びに肺結核患者血漿中螢光

　　　Glncocorticoids値の比較

正常人

名
4
2

0456r891011了2151尋～’！d1

結核患老

045678910～！d亘

林

第22表　肺結核患者血漿中

螢光Glucocorticoids値

上

田
野
中
崎
後
瀬
下
村
的
田
山
島
田
田
林
中
本
尾

武
油
竹
北
水
早
山
中
中
神
栗
米
得
松
江
田
松
中

性

δ
6
ε
ε
〈
○
♂
♂
8
♂
♂
δ
♀
♀
♀
♀
♀
O
T
♀

年齢

4
0
3
0
7
3
8
5
5
0
5
9
0
5
6
2
3
3

4
5
5
5
4
6
5
4
2
3
2
3
4
2
3
2
2
3

Glucocor－

ticoids値
　　Y／d1

6
7
9
2
0
0
3
4
0
8
2
7
5
8
5
7
7
5

8
5
9
9
6
7
5
4
7
8
6
5
7
8
7
9
9
7

学研分
類によ
る病型

B2

B3Kc
C2

B3

C2T

B3Kc
B2

F2

B2Ka2

B2

B2Ka2

F3

B2Kb2

Al

BIKal

C2Kal

BIKbl

B2Kb2

G．2排菌中

G．3排菌中

G．10排菌中
肺回状

論士S．D．
i7・4±・・681

第24表　正常入血漿中Corticosterone及び

　　　　Hydrocortisone値

性

小
0
小
○
小
○
小
O
小
O
小
○

♀
♀
♀
♀
♀
♀
O
↑
♀

年齢

Ω
U
『
0
ヴ
8
0
ー
ユ
n
D

9
θ
0
乙
9
θ
Q
U
9
召
0
4

6
4
3
0
8
3
9
1

2
2
2
3
2
2
1
2

Corticosterolle

値
　　　γ／dI

7
4
2
0
6
0
0
5
0
8
1
4
2
0
4
7
8

5
6
6
4
9
7
7
7
7
6
6
1
5
5
6
7
5

H：ydrocortisone
値
　　　Y／d1

8
6
6
2
0
6
8
8
0
2
8
3
8
6
6
4
4

9
9
0
7
1
0
0
9
1
7
8
5
8
9
3
7
8

　
　
1
　
　

1
1
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
■

ヌ土釧6・1±1・71 9．2±1．9
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第25表肺結核患者血漿中Corticostefone及びHydrocortisone値

姓

江
野
内

　
　
垣

中
上
前
村　　上

林

馬
崎
泉
　
山
上
川

　
　
　
本

有
池
小
　
横
村
小

性

8
♂
♂
小
O
δ
δ
3
♂
δ
♂
3
δ

年齢

9
1
5
2
6
6
7
6
0
3
3
5

4
3
2
4
2
2
2
2
5
4
4
2

Cofticosterone値

　　Y／dI

9
2
2
6
6
6
4
0
5
3
2
6

4
2
5
2
3
3
2
4
2
3
2
3

Hydfocortisone値

　　　Y／d1

7
5
3
7
5
2
9
0
3
2
8
2

5
3
5
5
2
6
4
6
4
5
3
6

玄±S．D． 3。5±0．21 4．9＝ヒ0．88

学硫分類
による病
型

C2Kz

C丑Kb

A2Kc

B3Kc

C2Kc

C3Kz

B3Kc

C3Kbl

B2Kc
C2K：bl

C2Kb3

　A2

結核性腰椎炎を合併

G．4排菌中

　Corticosterone，　Hydrocortisoneにおいても，正常人

ではCorticosterone値6．1士1．7Y／d1，　Hydrocortisone

値9．2±1．9Y／d1であるに対して，結核患者ではそれ

ぞれ3．5±0．21γ／d1，4．9±0．88γ／d1と著明な減少を

示し有意の差を認めた．

　結核患者にACTH　25mgを筋注せる場合の血漿中

螢光Glucocorticoids値とThorn’s　testの成績は第

27表に示したが，筋注前値が第23表に示した範囲内に

分布するに反し，ACTH投与後1時問にして筋注前

6．6gY／d1値より13．2gY／d1と激増し，4時間後には

注射前よりも36．4％減の4．25Y／dlに減少を示した．

好酸球数はACTH投与後4時間における減少率が

第26表正常入にAGTH　25mgを筋注
せる時の血漿中沼光Glucocorticoids値

　　　　　及び好酸球減少率

姓

麻
林
高

性

小
0
〈
6
Q
T

年齢

ハ
O
Q
U
n
O

Q
U
O
4
9
召平均値

Glucocorticoids値
　　　Y／d1

注鯛商調叢
7．04

8．24

9．68

11．45

13。56

15．25

6．16

8．10

7．04

4時間後
好酸球減
少率　％

69．6

65。8

72。4

18・32113・42「7・1・169・3

第27表 重症肺結核患者にACTH　25mgを筋注せる時の血漿中
螢光Glucocorticoids値及び好酸球減少率

姓

田
田
水
崎
江
島
的
尾
白
沢

水
回
三
池
中
中
中
中
十
和

性

ε
8
6
δ
8
♀
♀
♀
♀
♀

年齢

7
8
7
7
9
9
8
3
1
3

4
4
2
2
4
4
6
3
3
3

Glucocorticoid値　Y／dl

筋注司1時間劇 4時間後

7．92

4．68

7．48

7．06

8．43

9．11

5．94

4．35

6．73

5．21

13．07

11．88

13．32

12．41

14．82

22．97

13．86

9，90

15．44

11．27

4．40

6．24

8．39

7，92

3，56

2．77

4．35

4，91

筋注後4時
間の好酸球
減少率
　　％

28．9

43．2

36．4

29．0

47．6

60．3

43．3

46．5

平　均　値
16・69乱16113・29±2・54」4・25±1・87133・5±11・5

学研分
類によ
る病型

C2T

C3Kxl

B2Kc

B3Kc
C2k2

B2Kc

C3Kz

B2Kb2

B3Kc

B2Ka

喀疾培養陽陸

排菌申

排菌中

　〃

　〃

　〃
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一50％以下となることに意義ありとすれば1例の

一60．3％を除いては何れも減少率は低く，平均一4L8

％であった．

　小　　括

　結核海狽においては感染後日数の経過に従い副腎中

並びに血漿血忌光Glucocorticoids値，　Corticosterone，

Hydrocortisone値は減少を示したが有意の差は認め

られなかった．尿中排泄17－OH・CS値も亦同様であ

った．副腎中コレステロール並びにアスコルビン酸値

は減少して有意の差を認めしめた．

　多糖類接種結核海事のGlucocorticoids値は変化な

く，これに対してツベルクリン蛋白体及び多糖類との

化学的結合物質を接種せるものでは共に著減し，有意

の差を雲あしめた．

　肺結核患者血漿中風光Glucocorticoids値は，正常

人のそれに比して減少し有意の差を認めしめた．Cor－

ticosterone，　Hydrocortisone値も亦これと同様に有意

の差を認めしめた．この螢光Glucocorticoids値は

ACTH：投与によって1時間後に激増をみるが，4時

間でほぼ前に復した．Thorn’s　testでは副腎皮質機能

低下を思わしめるものが多かった．

総括並びに考按

　結核症とアスコルビン酸との関係についてはFum・

hata　30）が結核海狽の肝，腎，肺，心について測定を

行ない，アスコルビン酸の著明な減少を報じ，又古く

山上等31）は，入及び海瀬の結核症では，肺組織内ビタ

ミンCが正常よりも減ずることを認め，西垣動議も，

結核海狽の各臓器中ビタミンCは正常よりも一般に減

少していてHypovitaminose　Cの状態にありと報じ

ている．又，赤坂等33）も結核患者の血中総アスコルビ

ン酸は正常人に比して一般に低値を示し，アスコルビ

ン酸欠乏状態になりがちである旨を述べている．更に

Nade1等34）は壊血病罹患海面の重症のものにあって

は，正常海狽よりもなお多量のフォルマリン生成物質

を尿中に排泄することを認めて，これよりアスコルビ

ン酸が副腎皮質ホルモンに不必要であることを示唆し

たが，一一方Banerjee等35）は同じ壊血病尿中の17－

Ketosteroidsの著しい減少を認めたことから，これを

副腎皮質機能不全によるものと考えている．

　Selye　31・）はストレスが生体に加わった場合，ショ

ック相において血中コレステリンの減少することを

ACTHの大量投与によって認めているが，　Conn　37）

はこの理由を，副腎組織中のコレステロールの予備を

Steroidsの合成に費しその後，更に血中コレステロー

ルを消費することによると考えている．

　著者の本実験では，副腎中アスコルビン酸，コレス

テロールの何れもが減少しているのを認めるが，Zaf・

fafoni　38）等が報告し，現在一般に承認されている事

実，即ち副腎皮質ホルモンは副腎において体内のコレ

ステロール及び面面を母体として作られるということ

と，著者の認めたコレステロール減少ととは深い関係

があると考えられる，

　副腎中Glucocorticoidsは海面にあっては，結核感

染後ある程度減少するが，その後時日を経ても，即ち

結核病変が進捗しても，副腎の増大のためにその包含

量はさ程の変化を示さない．結核海送の副腎重量増加

については，その甲状腺増大と共に夙にWebb　39）が

報じた所である．

　血漿中Glucocorticoidsは，人，猿，羊，海狽にお

いてはHydrocortisoneがその主体をなし，　Corticos・

teroneが少量存在することは既に知られているが，

結核海辺血漿中Corticosterone，　Hydroco「tisoneが減

少を示していることは，同じく尿中17－OH・CS値の

減少する原因であるまいかと考えられる．

　外界よりのACTH投与によって，副腎皮質の機能

向進を来たすことは周知の事実であるが，den　Oud・

sten　40）は人の血漿中17－OH・CSがACTH　20mgの

筋中によって1時間後に最大値を示し正常値の約2倍

に及んで，以後は急速に減じ6時間で旧値に復するこ

とを述べている．著者は筋注後1時間で血漿中直光

Glucocorticoids値の顕著な増加をみ，4時間にして

筋注前の値にほぼ復し，正常入におけると同様の反応

を示すことを認めたが，このことは結核患者の副腎皮

質機能が結核症によって甚大な負荷を蒙らず，容易に

下垂体ホルモンに反応し得るに充分な余裕を有してい

るためと考えられる．即ち結核症における副腎皮質機

能は一見低下しており，Bricaire　41）等のいう1es

insu伍sances　surrεnales　infra－cliniquesの像を呈し，

しかもACTHによく反応する点において彼等のtype

statiqueに属するものといえよう．

　結核症にみられる上述の如き副腎皮質機能不全は，

結核菌感染によって体内で産生される菌の代謝産物及

び炎症性産物により惹起されるのであろうことは想像

に難くない．而して結核菌代謝産物が副腎に対して如

何なる影響を及ぼすであろうかは，上述実験成績の如

く，ツベルクリン蛋白体並びに多糖類と蛋白体の化学

的結合物質が，副腎中皮質ホルモン値を低下せしめた

事実を見出したことによって説き得るのである．周知

の如く，結核菌代謝産物中多糖類は生体に対する生理

作用は著しく弱く，これに反してツベルクリン蛋白体

はツベルクリン反応物質の主成分であって，生体に対
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する毒性の顕著な点からみれば，ツベルクリン蛋白体

が結核症において重要な役割を果しているであろうこ

とは否定し得ず，当教室において実施した諸種実験中

毒症において，多くの物質が副腎皮質機能を抑制する

ことを中出42），北出等43）が報告して来たのであるが，

結核症における副腎皮質機能低下も亦，結核菌の代謝

産物の一つであるツベルクリン蛋白体がその一因とし

て作用しているものかと推定される．

　　　　　　　　結　　　一論

　結核菌感染海狽並びに肺結核患者について副腎中，

血漿中，尿中の皮質ホルモン量測定を実施し，一部患

者にはThorn’s　testを行った．又，結核海瞑副腎中

コレステロール，アスコルビン酸を測定し，又，精製

ツベルクリン蛋白体，多糖類並びに両者の化学的合成

物質投与によるGlucocorticoidsの影響を検した．

　以上より次の結論を得た．

　1）結核海狽副腎中螢光Glucocorticoids値は正常

値よりも減少し，血漿中品光Glucocoτticoids値は正

常値と大差がなかった．尿中排泄17－OH・CS値は疾

患の進展と共に減少した．

　2）結核患者血漿中螢光Glucocorticoids値は低下

し，Thom’s　test成績は副腎皮質機能の低下を示し

た．しかしGlucocorticoidsはACTH投与によって

速かに増加した．

　3）結核海山副腎中コレステロール並びにアスコル

ビン言値は正常値に比して何れも減少した．

　4）結核菌代謝産物，就中ツベルクリン蛋白体は海

狽副腎中螢光Glucocorticoids値を正常値に比して低

下せしめた．
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                                      Abstract
   The amount of fluolescent glucocorticoids in tuberculous guinea pig's adrenai bodies was

 found to be below the normal, and those in their blood plasma were almost the same in

 amount as in ･normal animals. The urinary 17-OH.CS. decreased with the advance of the

 disease.

   In human patients, the amount of fluolescent glucocorticoids in blood plasma was smaller

 and Thorn's test revealed a disturbance of adrenal cortical function, but the corticoids in-

 creased rapidly by administration of ACTH. The amounts of cholesterol and ascorbic acid

 in tuberculous guinea pig's adrenal bodies were both smaller than in normal animals.


